
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（仮称）仙台市郡山北目土地区画整理事業に係る 

 

環境影響評価準備書に対する指摘事項の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 8 月 
 

 

仙台市郡山北目土地区画整理組合設立準備委員会 
 

 

 

 

＜目次＞ 

1. 事業計画・全般的事項 ····································································· 1 

2. 動物・生態系 ················································································ ５ 

資料 3-1 



 

 

 



 

1 

 

1．事業計画・全般的事項 

1) 審査会（令和 8 年 7 月 6 日）での指摘事項と対応方針 

No. 指摘事項 対応方針 備考 

1 対象事業計画地内の水田の土

地は、周囲よりも低いことから、豪

雨時において一時的に貯水をする

ことができる調整能力を有してい

ると考える。そこに本事業で盛土を

することで、従前は貯水されていた

水が、周囲に流れるのではないか

と、近隣住民が心配されると考え

る。そのため、流出係数などの専門

的な言葉だけではなく、一般的な

方にも、従前より安全になる計画

であることをわかりやすく説明して

ほしい。 

工学的な視点で説明ができ、か

つ、より安全になるという話があれ

ば理解も得られると考える。 

対象事業計画地を含むエリアは、過去から浸水

のリスクが高いエリアになります。 

本事業では、水田が宅地等へ転換されることに

より雨水流出量が増加するため、その増加分を補

うことを目的として調整池を整備します。 

本事業の調整池容量については、宮城県及び

仙台市の基準を満足するだけでなく、宮城県との

協議を踏まえ、浸水リスクの低減に配慮した計画

としております。 

また、対象事業計画地内の雨水は対象事業計

画地内の調整池に集約し処理する計画としてお

り、盛土によって周辺の住宅地等へ雨水が流出し

ないことを前提とした計画としております。 

さらに対象事業計画地外の南側では別途、旧

笊川排水機場が整備され、地域全体として排水機

能の向上が図られています。 

このため、本事業では開発によって周辺地区の

浸水リスクを増加させないことを基本とし、従前の

水田が有していた保水機能を調整池により代替

する計画です。 

なお、7/10 に開催した住民説明会では、以下

のような説明をいたしました。 

「事業では 3 か所防災調整池を設ける計画で

あり、50 年確率降水時の雨量を貯められる設計

である。」 

準備書

P1-29

（29） 

2 内水氾濫と外水氾濫が同時に

起きる可能性について、どこまで検

討しているか教えてほしい。 

盛土の影響がどこまであるのか

分からないが、排水機場のトラブル

も聞き及んでいるため、排水能力

が万全ではない状況の想定につい

ても検討し、安全を確保してほし

い。 

内水氾濫と外水氾濫が同時に発生するケース

は検討しておりません。 

内水氾濫については、造成盛土により周辺地区

の浸水リスクが増加しないよう、対象事業計画地

内で雨水を貯留し処理することを基本として、宮

城県と調整池についての協議を行い、基準よりも

余裕がある調整池計画としております。 

外水氾濫については、放流先となる河川管理者

（国）や排水機場管理者（県）に具体的な検討を要

望いたします。 

準備書

P1-29

（29） 
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3 進出する企業に対して、廃棄物・

温室効果ガス・水利用について配

慮を要請するとの記載があるが、

事業者として、防災の観点も含め

た配慮についてどのような方針で

あり、それについてどのように伝え

るつもりなのか具体的に教えてほ

しい。 

進出企業については、具体的に決まっていない

状況です。一方で、土地区画整理事業の環境アセ

スメントという状況も踏まえ、今後、立地する企業

に対して、廃棄物におけるリサイクルの推進、温室

効果ガス対策における緑化の推進や建築物のＺＥ

Ｂ化、水利用における雨水を利用した屋根散水に

よるヒートアイランド対策などを求めていきます。

また、防災の観点からは、浸水対策として透水性

舗装の採用や、災害時における一時避難場所とし

ての利用などの環境配慮の取組みを個々の企業

に対して説明・要請していきたいと考えておりま

す。 

準備書

P9-1 

（824） 

要約書

P26 

4 土地利用における環境配慮の指

針について、水田をアスファルト等

の不透水面に変更することになる

ため、ヒートアイランドが進むことが

予想される。準備書にも記載され

ている「ヒートアイランドの緩和」を

達成するため、具体的にどのような

ことを考えているか教えてほしい。 

ヒートアイランドの緩和については、対象事業計

画地内に公園・調整池・緑地を配置することにより

アスファルト等の不透水面の面積が小さくなるよう

計画しております。 

道路の舗装についても、透水性舗装を採用するな

ど、道路管理課と検討を進めております。また進

出企業に対しては、建築物の壁面・屋上の緑化及

び ZEB 化などを要請していく予定です。 

準備書

P6.2-78

（302） 

5 名取川沿いに吹く南東側からの

風が、対象事業計画地周辺のエリ

アで発生する熱を長町副都心エリ

アに運ぶことが考えられるため、ど

のような対策を考えているかを教

えてほしい。 

本準備書では、長町副都心への熱輸送につい

ての検討はしておりません。No.4 の対応方針に

示すとおり、ヒートアイランドを緩和していくよう検

討してまいります。 

準備書

P6.2-78

（302） 

6 環境インパクトを考える際は、ま

ず事業者が管理できる対象事業計

画地内で対処することを基本とし、

対象事業計画地内で対処できな

いものについて、はじめて外側へ

影響を与えていると考えるべきで

ある。 

そのため、当初から対象事業計

画地外の環境による低減を前提と

するのではなく、事業者がコントロ

ール可能な範囲での対応を優先し

て検討する必要がある。 

ご指摘のとおり、環境負荷への対応は、まず対

象事業計画地内で可能な限り行うことが重要で

あると認識しております。具体的には、以下の環境

保全措置を実施することで環境への影響を回避・

低減が図られると考えております。 

【工事中】 

〇仮説沈砂池による濁水の対象事業計画地内処

理 

・ 工事中の濁水対策として、仮設沈砂池を設置

し、濁水流出の防止を図る。 

・ 対象事業計画地周辺の水生生物・動物の生

育・生息に配慮して、仮設沈砂池を早期に整備

して、周辺排水路への濁水の流出防止を図る。 

〇対象事業計画地内からの動物の逃避 

・ 1 工区及び 2 工区の施工は、可能な限り北側

から南側に向かって段階的に進め、対象事業

計画地外に分布する草地、耕作地、湿地等の

生息環境への動物の自発的な逃避を促す。 

・ 事業により生息環境の多くが失われるカエル

類について、工事中に逃避可能な水辺環境を

対象事業計画地の南西側に創出する。対象事

業計画地内の水田は工事の実施前に耕作放

準備書 

P１-58

（58） 

～ 

P１-61

（61） 
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棄される予定のため、水辺環境に依存するカ

エル類が創出された水辺環境に誘因されると

考えられる。水辺環境に誘引されたカエル類の

一部の個体については、段階的に工事を行う

ことで対象事業計画地外の生息環境への自発

的な逃避が期待される。 

・ カエル類の逃避経路を仮囲いや残土置き場な

どで塞がないように配慮した、施工計画をたて

る。 

〇施工方法の工夫による影響の発生源対策 

・ 工事用車両や重機の稼働が一時的に集中しな

いよう、施工時期の平準化に努める。 

・ 防塵対策として工事区域の周囲に、必要に応

じて防塵ネットによる仮囲いを設置する。 

・ 工事用車両及び重機等の運転者へは、不要な

アイドリングや空ぶかし、過積載や急加速等の

高負荷運転をしないよう、指導、教育を徹底す

る。 

・ 騒音、振動対策として工事区域と住宅及び公

共公益施設の近接箇所には、防音シートによる

仮囲いを設置する。 

【供用時】 

〇宅地・公園・排水路周辺の緑化と緑のネットワー

ク形成 

・ 周辺既存市街地との調和や環境に配慮した土

地利用計画とする。具体的には、景観に配慮し

た統一感のある施設計画や、周辺との緑のネッ

トワークの形成が図られるよう、可能な限り一

体的な土地利用を図る。 

・ 植物や動物の生育、生息環境の確保が図れる

よう、宅地内緑化を行う。宅地内緑地及び公園

における植栽には、できる限り地域に由来する

在来種を選定するよう要望・要請する。 

〇対象事業計画地内の調整池による雨水流出抑

制 

・ 地区外から流入する雨水排水路は機能を維持

し、土地利用に合わせて再配置する。また、対

象事業計画地内の水田が持つ保水機能を代

替するため、当該区域内に 3 箇所（広瀬川西

側、旧笊川北側）の調整池を整備する。 

・ 大規模な駐車場設置が想定されることから、浸

透舗装の採用を促す。 

7  これまでの他業務の造成の事例

を見ていると、進出企業に要請し

ても理想的な結果にならないこと

が多い。そのため、理念や目標を

掲げて進出企業に賛同してもらえ

るよう取り組むことが望ましい。 

ご指摘のとおり、環境配慮については個々の進

出企業の取組のみに委ねるのではなく、地区全体

として一定の方向性や理念を共有することが重要

と認識しております。 

対象事業計画地は広瀬川や旧笊川に近接し、

自然環境と市街地が接する区域であることから、
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「周辺環境と調和した持続可能なまちづくり」を基

本的な考え方として事業を進めてまいります。 

具体的には、地域の生活環境への配慮、緑化の

推進、省エネルギーへの配慮、雨水流出抑制、生

物の生息環境への配慮等について、進出企業に

対して協力を要請していく考えです。 

また、今後の仙台市との協議においては、地区

計画等による環境配慮のあり方についても検討を

進めてまいります。 

 

2) 審査会後の指摘事項と対応方針 

No. 指摘事項 対応方針 備考 

- （なし）   
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2．動物・生態系 

1) 審査会（令和 8 年 7 月 6 日）での指摘事項と対応方針 

No

. 
指摘事項 対応方針 備考 

1 「対象事業計画地外の西側の水

田は現況のまま、維持される予定で

ある。」と記載があるが、東側の間違

いではないか。 

 

対象事業計画地外の西側の水田で間違いご

ざいません。こちらの水田は現況のまま、維持さ

れます。 

準備書

P8.8-111

（690） 

要約書

P24 

2 維持される水田の面積は、どの程

度の規模か。 

 

維持される水田の面積は、約 800m2 になりま

す。 

準備書

P8.8-111

（690） 

要約書

P24 

3 その水田に、対象事業計画地内

の爬虫類・両生類等が逃避するた

め、事業の影響が少ないとの予測は

賛成できない。また、1 工区の工事

を先に開始し、2 工区に逃避すると

想定した場合においても、広瀬川を

渡り対岸の水田まで移動することは

現実的ではないと考える。 

動物類の自発的な逃避については、対象事業

計画地外西側の水田のみではなく、対象事業計

画地の周辺に存在する動物の生息環境となり得

る草地、耕作地、湿地等に逃避が期待できると予

測しております。また、カエル類の逃避について

は、以下の環境保全措置を実施する計画として

おります。 

・ 事業により生息環境の多くが失われるカエル

類（ニホンアカガエル、トウキョウダルマガエ

ル）について、工事中に逃避可能な水辺環境

を対象事業計画地の南西側に創出する。対象

事業計画地内の水田は工事の実施前に耕作

放棄される予定のため、水辺環境に依存する

カエル類が創出された水辺環境に誘因される

と考えられる。水辺環境に誘引されたカエル

類の一部の個体については、段階的に工事を

行うことで対象事業計画地外の生息環境への

自発的な逃避が期待される。 

・ カエル類の逃避経路を仮囲いや残土置き場

などで塞がないように配慮した施工計画をた

てる。 

準備書

P8.8-111

（690） 

要約書

P24 

準備書

P8.8-178

（757） 

 

4 1 工区と 2 工区ともに段階的施工

を南側から施工すると、都市部のほ

うに追い込むことになりかねないの

で、どこから工事するかについて配

慮してほしい。 

1 工区と 2 工区の段階的施工は、可能な限り

北側から南側に向かって実施していく想定です。

これにより、対象事業計画地の南西側の旧笊川

に隣接するエリアに創出する水辺環境に誘因す

る想定です。 

準備書

P8.8-111

（690） 

要約書

P24 

巻末資料① 

 

2) 審査会後の指摘事項と対応方針 

No. 指摘事項 対応方針 備考 

- （なし）   



 

 

 

 

 

 

 

準備書から変更する点
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審査会の指摘事項の対応（2.動物・生態系 No.4） 
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